
「春の野菜苗」
　グリーンファーム各店で、地域に適した植え時に、適した品種
の苗を販売します。
　小さなセル苗でも 1 本からお買い求めできます。大量に必要な
場合は前もってご連絡ください。
　肥料の使い方や栽培方法などもお気軽にお声かけください。



　
当
Ｊ
Ａ
は
3
月
4
日
、本
所
で
午
前
と
午
後
の
2
回
に
分

け
て
資
産
管
理
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
中・Ｊ
Ａ
ま
ち
づ
く
り
情
報
セ
ン
タ
ー
顧
問
の
柴
原

一
税
理
士
が
、「
知
っ
て
お
き
た
い
最
新
の
税
制
改
正
、相
続

税
の
基
礎
と
節
税
対
策
」と
題
し
て
、相
続
税
や
贈
与
税
、税

制
改
正
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

　
相
続
税
の
基
礎
控
除
は
大
幅
に
縮
小
さ
れ
、課
税
対
象
者

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。組
合
員
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
住

民
86
人
が
参
加
し
、身
近
な
相
続
税
対
策
と
し
て
の
生
前
贈

与
や
財
産
把
握
の
必
要
性
、医
療
費
控
除
な
ど
の
税
制
改
正

点
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
正
し
い
贈
与
の
手
続
は
」「
宅
地
や
農
地

の
評
価
は
」な
ど
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
好
評
で
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
今
後
、セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
個
別
相
談
に
も

応
じ
、地
元
の
税
理
士
や
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
と
共
に

節
税
対
策
を
提
案
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
1
月
9
日
か
ら
3

月
2
日
ま
で
、各
店
や
自
治
会
館

な
ど
71
会
場
で
組
合
員
懇
談
会

を
開
き
ま
し
た
。昨
年
度
の
事
業

活
動
報
告
や
自
己
改
革
の
実
践

状
況
、本
年
度
の
事
業
計
画
案
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
、組
合
員
か

ら
意
見
や
要
望
を
求
め
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は「
農
業
所
得
の
増

大
」に
つ
な
が
る
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
営
農
指
導
や
生
産
体

制
の
確
立
に
加
え
、独
自
販
路
の

強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
説
明
し
、

「
地
域
に
信
頼
さ
れ
社
会
に
貢
献

す
る
協
同
組
合
の
役
割
発
揮
」に

向
け
た
活
動
も
継
続
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
今
後
も
、「
組
合
員

が
主
役
の
Ｊ
Ａ
づ
く
り
」の
実
践

を
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
重
点
と
し
、

役
職
員
の
総
力
を
結
集
し
て
本

年
度
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。



 

Ｊ
Ａ
真
田
営
農
セ
ン
タ
ー
は
2
月
24
日
、

同
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で「
水
稲
の
健
全
な

苗
づ
く
り
と
雑
草
防
除
」の
講
習
会
を
開

き
ま
し
た
。米
作
り
の
経
験
が
浅
い
農
業

者
や
個
人
生
産
者
を
対
象
に
、技
術
の
向

上
を
図
り
、お
い
し
い
米
作
り
を
普
及
す

る
の
が
狙
い
で
す
。

　
こ
の
日
は
14
人
が
参
加
し
、同
セ
ン
タ

ー
の
営
農
技
術
員
か
ら
、土
づ
く
り
や
種

子
消
毒
、育
苗
管
理
の
方
法
な
ど
健
全
な

苗
を
作
る
ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
ま
し
た
。ま

た
、雑
草
防
除
で
は
、除
草
剤
の
選
び
方
や

使
い
方
の
他
、雑
草
の
発
生
を
抑
え
る
代

か
き
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。講
習
会
は
、

稲
の
生
育
に
応
じ
て
今
後
も
順
次
開
催
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
古
町
店
の
そ
ば
打
ち
教
室
の
メ
ン
バ
ー
12
人
が
2
月
12
日
、

埼
玉
県
神
川
町
で
開
か
れ
た「
素
人
そ
ば
打
ち
段
位
認
定
神
川
大

会
」に
出
場
し
、見
事
に
全
員
が
段
位
取
得
を
果
た
し
ま
し
た
。同
教

室
の
講
師
や
先
輩
の
指
導
を
受
け
練
習
に
励
ん
だ
努
力
が
実
り
、2

人
が
2
段
、10
人
が
初
段
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
技
能
審
査
は
40
分
間
で
、水
回
し
、こ
ね
、の
し
、切
り
の
工
程
の

他
、身
支
度
や
後
片
付
け
な
ど
も
審
査
の
対
象
。会
場
全
体
が
静
ま
り

返
る
緊
張
感
の
中
で
、他
県
の
受
験
者
と
共
に
段
位
取
得
に
挑
戦
し

ま
し
た
。審
査
の
結
果
、メ
ン
バ
ー
全
員
が
合
格
し
、認
定
証
を
手
に

喜
び
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
上
田
東
地
区
事
業
部
は
2
月
13
日
、

上
田
菅
平
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
料
金
所
か

ら
市
街
地
に
向
か
う
ル
ー
プ
状
の
連
結
道

路
内
側
の
リ
ン
ゴ
園
で
、職
員
を
対
象
に
剪

定（
せ
ん
て
い
）講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。全

部
門
の
職
員
が
食
と
農
に
関
す
る
知
識
と

技
術
を
身
に
付
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環

で
、職
員
の
組
合
員
対
応
力
を
強
化
す
る
こ

と
が
目
的
。

　
講
習
会
に
は
渉
外
担
当
者
、ラ
イ
フ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー（
Ｌ
Ａ
）、融
資
担
当
者
な
ど
11
人

が
参
加
。果
樹
担
当
の
営
農
技
術
員
か
ら

手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、約
2
時
間
か
け

て
園
内
の
約
40
本
を
剪
定
し
ま
し
た
。こ
の

リ
ン
ゴ
園
は
、Ｊ
Ａ
が
同
料
金
所
か
ら
管
理

を
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
丸
子
営
農
セ
ン
タ
ー
は
2
月
25
日
、

同
セ
ン
タ
ー
で
野
菜
と
花
き
の
栽
培
講
習
会

を
開
き
ま
し
た
。退
職
後
に
農
業
を
始
め
た

い
人
や
、新
規
栽
培
者
を
中
心
に
16
人
が
参

加
し
ま
し
た
。今
回
取
り
上
げ
た
作
物
は
、野

菜
が
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、冬
至

カ
ボ
チ
ャ
の
3
品
目
。花
き
は
小
菊
、フ
ウ
セ

ン
ト
ウ
ワ
タ
、ユ
ー
カ
リ
、ナ
ン
テ
ン
の
4
品

目
。Ｊ
Ａ
の
営
農
技
術
員
が
、作
物
別
の
特
性

や
栽
培
方
法
、経
営
収
支
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は「
農
地
は
あ
る
が
何
を

作
っ
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」「
子
ど
も
か

ら
手
が
離
れ
た
の
で
農
業
を
始
め
て
み
た

い
」と
い
う
人
な
ど
、新
規
栽
培
希
望
者
の
相

談
に
随
時
応
じ
て
い
ま
す
。

　
上
田
市
立
浦
里
小
学
校
の
2
年
生
が
1
月

31
日
、自
ら
育
て
た
大
豆
を
使
っ
て
み
そ
造
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。同
校
か
ら
の
要
請
に
応

え
、Ｊ
Ａ
の
生
活
指
導
担
当
者
が
同
校
に
出

向
き
、造
り
方
を
指
導
し
ま
し
た
。児
童
は
、

前
日
に
煮
た
大
豆
を
麹（
こ
う
じ
）と
塩
を
混

ぜ
て
あ
る「
塩
切
り
米
麹
」と
混
ぜ
合
わ
せ
て

か
ら
、専
用
の
機
械
で
ミ
ン
チ
状
に
つ
ぶ
し
て

丸
め
、容
器
に
詰
め
る
ま
で
を
体
験
し
ま
し

た
。

　
こ
の
日
は
、4
㎏
の
大
豆
か
ら
約
14
㎏
の

み
そ
が
で
き
、各
自
が
家
に
持
ち
帰
り
ま
し

た
。み
そ
は
発
酵・熟
成
を
待
っ
て
、9
月
ご
ろ

か
ら
食
べ
ら
れ
ま
す
。子
ど
も
た
ち
は「
み
そ

に
な
る
の
が
楽
し
み
」と
、完
成
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
。

　
上
田
市
立
中
塩
田
小
学
校
の
2
年
生
は

2
月
24
日
、大
豆
栽
培
を
通
じ
た
生
活
学

習
の
ま
と
め
と
し
て
、同
校
で
収
穫
感
謝
祭

を
開
き
ま
し
た
。田
ん
ぼ
の
持
ち
主
や
作
り

方
の
指
導
を
し
て
く
れ
た
Ｊ
Ａ
営
農
技
術

員
を
招
い
て
、種
ま
き
や
収
穫
、豆
腐
作
り

を
体
験
し
た
感
想
な
ど
を一
人
ず
つ
発
表
し

ま
し
た
。ま
た
、ク
ラ
ス
ご
と
に
ダ
ン
ス
を

披
露
し
た
り
、収
穫
し
た
大
豆
で
作
っ
た
き

な
粉
を
ま
ぶ
し
た
団
子
を
味
わ
っ
た
り
し

て
、収
穫
を
祝
い
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
、塩
田
地
区
の
特
産
で
あ
る
大

豆
の
栽
培
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の「
食
と

農
」へ
の
関
心
を
深
め
よ
う
と
、毎
年
2
年

生
を
対
象
に
体
験
授
業
を
行
っ
て
お
り
、当

Ｊ
Ａ
が
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
東
御
市
祢
津
御
堂
地
区
で
2
月
17
日
、

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
園
を
整
備
す
る
荒
廃
農

用
地
復
旧
事
業
の
安
全
祈
願
祭
と
起
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。地
元
の
推
進
委
員
会
、

行
政
、Ｊ
Ａ
、施
工
業
者
な
ど
約
60
人
が
出

席
。園
地
の
面
積
は
約
28
　
で
、ワ
イ
ン
用

ブ
ド
ウ
の
生
産
団
地
と
し
て
は
国
内
最
大

規
模
と
な
り
ま
す
。

　
か
つ
て
桑
畑
だ
っ
た
同
地
区
は
、養
蚕
業

の
衰
退
と
と
も
に
荒
廃
化
が
進
み
、そ
の
活

用
が
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。今
回
の
事

業
は
、祢
津
地
区
活
性
化
委
員
会（
現
祢
津

地
域
づ
く
り
の
会
）の
提
案
で
ス
タ
ー
ト

し
、地
元
の
推
進
委
員
会
が
計
画
を
進
め
て

き
ま
し
た
。工
事
は
平
成
31
年
度
末
ま
で
に

完
了
す
る
予
定
で
す
。

ha
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准組合員の利用規制は今後どうなるの？

　改正法施行日から5年間（平成33年3月末まで）の正・准組合員の事業
の利用状況並びに改革の実施状況の調査を行い、検討を加えて結論が
出されます。

５年後にはどうなるの？
　5年後に、准組合員の利用規制を導入するかどうかも含めて決定する
ことになりました。
　准組合員の利用が制限されると、信用・共済事業などの収益性が低下
し営農・経済事業の財源が減ってしまう恐れや、ＪＡがこれまで果たして
きた地域の生活基盤（インフラ）機能が果たせなくなる恐れがあります。
　それに、これからの地域農業振興には、地域農業の理解者・賛同者とし
ての准組合員の力が重要になります。
　だから、准組合員の利用規制が導入されないよう取り組むことが必要
です。

全農が株式会社化されたらどうなるの？

　全農が株式会社になると独占禁止法が適用されて、共同販売が
できなくなる恐れもあります。そうなると市場で農畜産物が買い
たたかれ農業所得が減る可能性もあります。それに共同販売が難
しくなると、ロットによる販売や、生産出荷調整が行えず産地主導
による価格形成が不可能になるかもしれません。
　将来仮に全農が株式会社化すれば株式公開要求が強まるかも
しれません。そうなれば、外国籍を含む他企業から買収され、JA
や組合員の意思反映がなされないばかりか、組合員の財産をもっ
ていかれることにもつながりかねません。

農
協
改
革
と
J
A
自
己
改
革

特集／農協改革とJA自己改革

　平成28年4月1日に改正農協法が施行されました。
　この改正は、「国が求める農協改革」として、組合員や現場の声を無視し、TPPを推進する政府
や日米経済界の意向を強く反映した内容となっています。
　JA長野県グループは、国の「農協改革」に必要な対応をしつつ、「JA自己改革」をすすめます。
　ここでは、農協法改正の背景やJAグループの考えをお伝えします。
　来月号では、JA信州うえだが実践する「自己改革」について特集でお伝えします。

①
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
原
則

　
非
営
利
規
定
を
廃
止
。Ｊ
Ａ
は
、農

業
所
得
の
増
大
に
最
大
限
の
配
慮
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
農
業
所
得
の
増
大
に
最
大
限
配
慮

　
す
る
こ
と
。

○
高
い
収
益
性
を
実
現
し
、事
業
成
長

　
の
た
め
の
投
資
や
事
業
分
量
配
当

　
に
努
め
る
こ
と
。

○
地
域
貢
献
は「
農
業
所
得
の
増
大
」

　
と
い
う
目
的
の
範
囲
内
で
行
う
こ

　
と
。

②
Ｊ
Ａ
の
理
事
構
成

　（
3
年
間
の
経
過
措
置
あ
り
）

　
理
事
の
過
半
数
を
、認
定
農
業
者
ま

た
は
農
畜
産
物
の
販
売・法
人
等
の
経

営
に
対
し
実
践
的
能
力
を
有
す
る
も

の
と
す
る
。

③
准
組
合
員
の
利
用
規
制
の
あ
り
方

　（
平
成
33
年
3
月
末
ま
で
に
）

　
准
組
合
員
の
た
め
に
、正
組
合
員
で

あ
る
農
業
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
疎
か
に

し
な
い
こ
と
。改
正
農
協
法
施
行
日
か

所
定
の
手
続
き
を
経
て
、株
式
会
社
、

生
協
に
転
換
可
能
と
な
る
。信
用
事

業
は
、従
来
か
ら
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
法
に
定

め
ら
れ
て
い
た「
代
理
店
方
式
」を
積

極
的
に
検
討
す
る
こ
と
。全
農
の
選
択

に
よ
り
、Ｊ
Ａ
出
資
の
株
式
会
社
に
変

更
で
き
る
。

J　A

JA 全中

JA 全農・経済連 株式会社に組織変更可能（選択制）

（選択制）

※一定規模の組合の監査は公認会計士監査へ移行

（平成 31 年 9月末まで）

（平成 31 年 9月末まで）

（平成 31 年 9月末まで）

社会医療法人に組織変更可能JA 厚生連

都道府県中央会 連　合　会

一般社団法人

監 査 法 人

組織を分割可能
株式会社や生協などに組織変更可能

分離・移行

JA 全国監査機構

ら
5
年
間
の
正・准
組
合
員
の
事
業
の

利
用
状
況
並
び
に
改
革
の
実
施
状
況

の
調
査
を
行
い
、検
討
を
加
え
て
結
論

を
出
す
。

④
Ｊ
Ａ
の
監
査（
平
成
31
年
度
か
ら
）

　
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
全
中
監
査
の
義
務

付
け
を
廃
止
し
、公
認
会
計
士
監
査
を

義
務
付
け
る
。貯
金
2
0
0
億
円
以

上
の
Ｊ
Ａ
は
、こ
れ
ま
で
の
中
央
会
監

査
で
は
な
く
、公
認
会
計
士
に
よ
る
監

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤
中
央
会（
平
成
31
年
9
月
末
ま
で
に
）

　
全
国
中
央
会
は
、一
般
社
団
法
人
に

移
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。機
能
は
、

代
表
、総
合
調
整
な
ど
と
な
る
。監
査

部
門
は
分
離
し
、監
査
法
人
と
し
て
独

立
会
計
監
査
や
業
務
監
査（
任
意
）を

実
施
す
る
。

　
都
道
府
県
中
央
会
は
、農
協
法
上
の

連
合
会
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

事
業
は
、代
表
、総
合
調
整
、会
員
の
要

請
を
踏
ま
え
た
経
営
相
談・監
査
、お

よ
び
こ
れ
ら
の
事
業
に
付
帯
す
る
教

育
な
ど
の
事
業
と
な
る
。

⑥
Ｊ
Ａ・連
合
会
の
組
織
変
更

　
信
用・共
済
事
業
を
行
っ
て
い
な
い

Ｊ
Ａ・連
合
会
は
、総
代
会
の
承
認
他
、

「
農
協
改
革
」

（
改
正
農
協
法
）の
概
要

農
協
法
改
正
の
背
景

農協改革の内容に対するＪＡグループの考えと対応

農協改革で今後心配されること

農協改革の内容に対するＪＡグループの考えと対応

　
法
改
正
の
背
景
の
一
つ
に
日
米
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

の
存
在
が
あ
り
ま
す
。彼
ら
は
規
制
改
革
会
議
や
在

日
米
国
商
工
会
議
所
を
通
じ
て
、J
A
の
准
組
合
員

制
度
や
独
占
禁
止
法
の
適
用
除
外
制
度
の
廃
止
な
ど

を
要
求
し
て
い
ま
し
た
。「
平
等
な
競
争
環
境
の
た
め

の
要
求
だ
」と
主
張
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
最
終
的
な

目
的
は
、協
同
組
合
で
あ
る
J
A
グ
ル
ー
プ
の
株
式

会
社
化
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。株
式
会
社
化
す
る
こ

と
で
、J
A
・
全
農
・
農
林
中
金
・
全
共
連
を
買
収

し
、農
業
・
農
村
・
組
合
員
が
培
っ
て
き
た
J
A
グ
ル

ー
プ
の
財
産
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、

T
P
P
を
推

進
し
た
い
政

府
や
J
A
を

農
業
専
門
農

協
と
し
た
い

農
林
水
産
省

の
考
え
が
一
致

し
、「
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
解

体
」に
つ
な
が

り
か
ね
な
い

改
正
農
協
法

を
実
現
さ
せ

ま
し
た
。

国が求める農協改革(法改正等の内容) ＪＡグループの考えと対応

○農業所得の増大に最大限配慮すること。
○高い収益性を実現し、事業成長のための投資や
　事業利用分量配当に努めること。
○地域貢献は「農業所得の増大」という目的の範囲
　内で行うこと。

○農業所得の増大に取り組みつつ、地域貢献にも役割を発揮
　します。地域の活性化が結果的に農業によい影響を与える
　と考えます。
○国の言う「担い手」とは、認定農業者、農業生産法人、参入企
　業を指しますが、ＪＡは家族農業を含めた多様な農業者のた
　めのＪＡを目指しています。

○責任ある経営体制とするため、理事の過半数を、
　原則として認定農業者や実践的能力者(農産物
　販売・経営のプロ)とすること。

○法律の定めに従い、今後も責任ある経営体制を構築します。

○ＪＡの選択により、組織の一部を株式会社や生協
　等に組織変更できる。
○信用事業は、従来からＪＡバンク法に定められてい
　た「代理店方式」(※)を積極的に検討すること。
※ＪＡの信用事業を信連に譲渡し、信連の代理店と
　して金融サービスを提供する方式
○平成31年9月までに、全国中央会は一般社団法人
　に、県中央会は連合会に組織変更できる。
○全農の選択により、ＪＡ出資の株式会社に変更で
　きる。
○厚生連の選択により、医療法人に変更できる。

○准組合員のために、正組合員である農業者への
　サービスを疎かにしないこと。
○平成28年4月から5年間の正組合員、准組合員の
　ＪＡ事業の利用状況やＪＡ自己改革の実施状況に
　より、結論を得る。

○貯金200億円以上のＪＡは、これまでの中央会監
　査ではなく、公認会計士による監査を受けなけれ
　ばならない。

○組織変更や代理店化による事業の分離は、総合事業の解体
　につながります。
○ＪＡの総合事業は国際的にも成功モデルとして評価されて
　おり、組合員の営農と生活を支える理想的な仕組みだと考
　えます。

○ＪＡの「営農・経済事業」と「信用・共済事業」は相互に支えあっ
　ており、准組合員へのサービス提供が正組合員の利益を阻
　害しているとはいえません。
○准組合員を地域農業の応援団と考えています。事業や直売
　所の利用、食農教育活動などへの参加を通じて地域農業へ
　の理解を深めてもらうことが、正組合員のメリットにもつな
　がると考えます。
○利用規制は、現在事業を利用している准組合員や、ＪＡの事業
　を利用したい地域住民にも影響を及ぼす恐れがあります。
○国の狙いは、准組合員の利用制限を通じて信用事業・共済事
　業の譲渡をすすめることといわれています。
○事業譲渡を受けた農林中金や全共連には株式会社化の圧力
　や内外グローバル企業からの買収圧力が懸念されます。

○公認会計士法に基づく新たな監査法人を設立し、ＪＡ全国監
　査機構から移行します。
○ＪＡは今後、上記監査法人か、既存の一般監査法人のいずれ
　の監査を受けるか、選択します。

監査制度の
見直し

准組合員の
事業利用規制

ＪＡ・連合会の
組織変更

理事の構成の
見直し

ＪＡの事業運営
原則の見直し

特  集



　ＪＡ信州うえだでは、本年
度から農づくり本部を「営農振
興部」と「営農販売部」の２部制に
変更しました。
　これにより、地域農業振興ビジョンに基づ
いた生産力の維持・拡大に取り組むとともに、営
農技術員による指導強化に向けた体制を整備しま
す。
　また、市場販売・直接販売に向け、マーケティ
ング調査や専任販売体制を構築し、併せて
地域内流通と農商工観学連携による
地域ブランドを創設する等、主体性
のある販売に取り組みます。

人事異動報告
ＪＡ信州うえだ〈平成29年3月1日付〉　※掲載は管理職のみ、（　）内は旧任

平成２9年度人事異動

平成２9年度平成２9年度

経営管理組織機構の
変更について

経営管理組織機構の変更について
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本
所

監
査
室

▽
監
査
室
長（
同
室
次
長
、同
室
監
査
課
長
、内

部
監
査
課
長
）清
水
達
雄
▽
同
室
次
長
、同
室

監
査
課
長
、内
部
監
査
課
長（
J
A
改
革
推
進

室
次
長
、総
務
企
画
部
総
合
企
画
課
長
代
理
、

土
地
建
物
相
談
所
係
）北
沢
貞
徳

営
農
振
興
部

▽
営
農
振
興
部
長
、営
農
販
売
部
長（
営
農
部

長
、担
い
手
支
援
室
長
）小
林
洋
一▽
営
農
振
興

部
次
長
、同
部
生
産
資
材
課
長（
営
農
部
次

長
、担
い
手
支
援
室
次
長
、同
部
生
産
資
材
課

長
）吉
池
卓
司
▽
同
部
営
農
企
画
課
長（
営
農

部
営
農
企
画
課
長
代
理
）村
田
英
明
▽
同
部
営

農
企
画
課
長
代
理（
営
農
部
米
穀
課
長
代
理
、

塩
田
営
農
セ
ン
タ
ー
長
代
理
）小
林
正
徳
▽
同

部
生
産
資
材
課
長
代
理（
営
農
部
生
産
資
材

課
長
代
理
）新
保
昭
二
▽
同
部
生
産
資
材
課
長

代
理（
営
農
部
生
産
資
材
課
係
長
）半
田
幸
宣

▽
同
部
農
業
機
械
課
長
、農
機
セ
ン
タ
ー
長

（
営
農
部
農
業
機
械
課
長
、農
機
セ
ン
タ
ー
長
）

西
沢
利
信

営
農
販
売
部

▽
営
農
販
売
部
次
長
、同
部
直
販
課
長（
総
務

企
画
部
次
長
、J
A
改
革
推
進
室
課
長
、総
務

企
画
部
総
合
企
画
課
長
）石
川
昭
隆
▽
同
部

営
農
指
導
課
長（
営
農
部
地
産
地
消
課
長
、園

芸
販
売
課
長
）小
松
俊
明
▽
同
部
営
農
指
導

課
長
代
理（
営
農
部
園
芸
販
売
課
長
代
理
）羽

毛
田
亘
▽
同
部
市
場
販
売
課
長
、農
産
物
流

通
セ
ン
タ
ー
長（
農
産
物
流
通
セ
ン
タ
ー
長
）

古
平
直
幸
▽
同
部
市
場
販
売
課
長
代
理・真
田

支
所
菅
平
店
駐
在（
営
農
部
園
芸
販
売
課
長

代
理・真
田
支
所
菅
平
店
駐
在
）阿
部
導
彦

　

▽
同
部
直
販
課
長
代
理（
塩
田
地
区
事
業
部

営
農
課
係
長
、塩
田
営
農
セ
ン
タ
ー
係
長
）中

山
昌
士
▽
同
部
直
販
課
長
代
理・上
田
市
派
遣

（
総
務
企
画
部
人
事
教
育
課
長
代
理
）唐
沢
大

輔
▽
農
産
物
流
通
セ
ン
タ
ー
長
代
理
、同
部
市

場
販
売
課
長
代
理（
農
産
物
流
通
セ
ン
タ
ー
長

代
理
）海
藤
剛
▽
米
穀
セ
ン
タ
ー
長（
上
田
東

地
区
事
業
部
営
農
課
長
、上
田
東
営
農
セ
ン

タ
ー
長
）西
川
和
弘
▽
畜
産
セ
ン
タ
ー
長（
営

農
部
畜
産
課
長
）金
井
恒
芳
▽
畜
産
セ
ン
タ
ー

長
代
理（
営
農
部
畜
産
課
長
代
理
）和
田
隆
之

信
用
部

▽
信
用
部
次
長
、同
部
業
務
課
長（
上
田
東
支

所
神
科
店
長
）深
町
健
二
▽
同
部
審
査
課
長

（
同
部
審
査
課
長
代
理
、推
進
課
長
代
理
）山
口

康
二

共
済
部

▽
共
済
部
次
長
、上
田
東
支
所
営
業
窓
口
店
長

（
同
部
次
長
、同
部
普
及
課
長
）竹
内
秀
二
▽
同

部
普
及
課
長（
上
田
西
支
所
川
辺
店
長
）滝
沢

隆
▽
同
部
普
及
課
長
代
理（
丸
子
地
区
事
業
部

共
済
課
調
査
役
）清
水
秀
樹
▽
同
部
保
全
課
調

査
役
、普
及
課
調
査
役（
同
部
普
及
課
係
長
）横

澤
淳
一

 生
活
部

▽
生
活
部
次
長
、同
部
生
活
課
長
、宅
配
セ
ン
タ

ー
長（
塩
田
地
区
事
業
部
生
活
課
長
）森
和
彦

健
康
福
祉
部

▽
健
康
福
祉
部
福
祉
課
長
、福
祉
相
談
セ
ン
タ

ー
長
、福
祉
用
具
相
談
セ
ン
タ
ー
長
、デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長
、宅
老
所
長
、ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長（
塩
田
地
区
事
業
部

信
用
課
長
代
理
、塩
田
支
所
別
所
店
長
）淵
田

昌
志

　営農企画課、生産資材課、農業機械
課で構成。農業振興全般を統括するこ
とに加え、地域の農業振興や担い手育
成等、一体となって取り組みます。
　また、環境変化への対応、地域や組合
員の期待に応えるため、農業支援プラン
の策定や生産コスト削減による「農業所
得の増大」に取り組みます。

　営農指導課、市場販売課、直販課で
構成。営農指導課の新設により指導体
制を強化するとともに、販売と生産現場
の情報共有化をすすめ、市場ニーズに
応じた生産振興に取り組みます。
　また、市場販売課・直販課に従来の園
芸販売課、地産地消課、米穀課、畜産課
の機能を集約し、市場販売・直接販売・
地域内流通など販売全体を担います。

営　農
振興部　

営　農
販売部

２部体制化



平成２9年度人事異動 平成２9年度人事異動

総
務
企
画
部・Ｊ
Ａ
改
革
推
進
室

▽
J
A
改
革
推
進
室
課
長
、総
務
企
画
部
総
合

企
画
課
長
代
理（
同
部
総
合
企
画
課
長
代
理
）

清
水
一
洋
▽
総
務
企
画
部
次
長
、J
A
改
革
推

進
室
次
長
、同
部
総
合
企
画
課
長
、土
地
建
物

相
談
所
係（
上
田
東
地
区
事
業
部
次
長
、同
部

総
務
課
長
、生
活
課
長
）山
嵜
匡
人
▽
同
部
次

長
、同
室
次
長
、同
部
人
事
教
育
課
長（
同
部
次

長
、同
部
人
事
教
育
課
長
）白
鳥
範
男
▽
同
部

総
合
企
画
課
長
代
理
、同
室
課
長
代
理（
同
部

総
合
企
画
課
係
長
、同
室
係
長
）小
泉
晋
太
郎

▽
同
部
総
合
企
画
課
長
代
理
、同
室
課
長
代

理
、同
部
組
合
員
広
報
課
長
代
理
、土
地
建
物

相
談
所
係（
同
部
総
合
企
画
課
長
代
理
、組
合

員
広
報
課
係
）松
木
宏
▽
同
部
組
合
員
広
報
課

長
、上
田
有
線
放
送
セ
ン
タ
ー
長（
生
活
部
生

活
課
長
、宅
配
セ
ン
タ
ー
長
）丸
尾
信
夫
▽
同
部

総
務
課
長（
同
部
組
合
員
広
報
課
長
、同
室
課

長
代
理
、同
部
総
合
企
画
課
長
代
理
、上
田
有

線
放
送
セ
ン
タ
ー
長
）小
林
貴
浩
▽
同
部
人
事

教
育
課
長
代
理（
監
査
室
監
査
課
係
長
、内
部

監
査
課
係
）三
輪
大
元
▽
同
部
付
次
長・株
式
会

社
ジ
ェ
イ
エ
イ
サ
ー
ビ
ス
出
向（
同
部
付
課
長・

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
エ
イ
サ
ー
ビ
ス
出
向
）若
林

章
一

地
区
事
業
部
・
支
所
・
店
・

出
張
所
・
セ
ン
タ
ー

東
部
地
区

▽
東
部
地
区
事
業
部
長
、東
御
支
所
長（
同
事

業
部
次
長
、総
務
課
長
、東
御
支
所
東
御
市
役

所
出
張
所
長
）桜
井
典
夫
▽
同
事
業
部
次
長
、

総
務
課
長
、生
活
課
長（
同
事
業
部
信
用
課
長
、

生
活
課
長
）依
田
達
哉
▽
同
事
業
部
営
農
課

長
、東
部
営
農
セ
ン
タ
ー（
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー

長
、同
事
業
部
営
農
課
長
代
理
）唐
沢
幸
司
▽

同
事
業
部
信
用
課
長（
東
御
支
所
田
中
店
長
）

小
林
文
治
▽
同
事
業
部
共
済
課
長
代
理
、同
支

所
滋
野
店
長
代
理（
同
事
業
部
共
済
課
長
代

理
）清
水
英
彦
▽
同
事
業
部
共
済
課
長
代
理

（
上
田
東
地
区
事
業
部
共
済
課
長
代
理
）伊
東

由
実
▽
同
事
業
部
共
済
課
長
代
理（
営
農
部
地

産
地
消
課
長
代
理
）吉
池
正
樹
▽
同
支
所
田
中

店
長
、東
御
市
役
所
出
張
所
長（
同
事
業
部
共

済
課
長
代
理
）大
坂
徳
男
▽
同
支
所
祢
津
店
長

代
理（
同
事
業
部
共
済
課
調
査
役
）荒
井
和
明

▽
同
支
所
和
店
長
代
理（
同
支
所
和
店
係
長
）

唐
澤
宏
文
▽
同
支
所
東
御
市
役
所
出
張
所
調

査
役（
同
支
所
祢
津
店
長
代
理
）清
水
正
博

上
田
東
地
区

▽
上
田
東
地
区
事
業
部
次
長
、総
務
課
長
、生

活
課
長（
同
事
業
部
信
用
課
長
）西
沢
栄
泉
▽

同
事
業
部
営
農
課
長
、上
田
東
営
農
セ
ン
タ
ー

長（
営
農
部
園
芸
販
売
課
長
代
理
）香
山
崇
弘

▽
同
事
業
部
信
用
課
長（
真
田
地
区
事
業
部
信

用
課
長
、融
資
課
長
）松
井
光
喜
▽
同
事
業
部

総
務
課
長
代
理
、上
田
東
支
所
神
科
店
長
代

理
、豊
里
店
長
、殿
城
店
長（
同
事
業
部
総
務
課

長
代
理
、同
支
所
神
科
店
長
代
理
）久
保
田
利

幸
▽
同
支
所
神
科
店
長（
信
用
部
審
査
課
長
、

同
支
所
上
田
店
長
、営
業
窓
口
店
長
）中
村
泉

▽
同
支
所
営
業
窓
口
店
長
代
理
、上
田
店
長

（
同
支
所
営
業
窓
口
係
長
）北
川
環
樹

西
部
地
区

▽
西
部
地
区
事
業
部
次
長
、総
務
課
長
、生
活

課
長（
同
事
業
部
総
務
課
長
、生
活
課
長
）羽
毛

田
博
久
▽
同
事
業
部
次
長
、融
資
課
長
代
理
、

上
田
西
支
所
川
辺
店
長
、城
下
店
長（
同
事
業

部
次
長
、融
資
課
長
代
理
、同
支
所
川
辺
店
長

代
理
）片
岡
康
二
▽
同
事
業
部
次
長
、信
用
課

長（
信
用
部
次
長
、同
部
業
務
課
長
）春
原
克
彦

▽
同
事
業
部
共
済
課
長
代
理（
同
事
業
部
共
済

課
調
査
役
）西
尾
富
美
枝
▽
同
事
業
部
共
済
課

長
代
理
、同
支
所
泉
田
店
長
代
理（
同
事
業
部

共
済
課
長
代
理
）土
屋
道
宏
▽
同
事
業
部
共
済

課
調
査
役（
同
事
業
部
共
済
課
係
長
）高
橋
淳

子
▽
同
支
所
泉
田
店
長
、室
賀
店
長
、浦
里
店

長（
同
事
業
部
信
用
課
長
）滝
沢
利
明
▽
青
木

支
所
長
代
理
、同
事
業
部
融
資
課
長
代
理（
総

務
企
画
部
リ
ス
ク
統
括
課
係
長
）沓
掛
浩

真
田
地
区

▽
真
田
地
区
事
業
部
融
資
課
長
、信
用
課
長

（
真
田
支
所
菅
平
店
長
）大
塚
昌
幸
▽
同
事

業
部
共
済
課
調
査
役（
同
事
業
部
共
済
課
係

長
）神
田
清
美
▽
同
支
所
菅
平
店
長（
同
事

業
部
融
資
課
長
代
理
・
同
支
所
菅
平
店
駐

在
）宮
島
英
雄

平
成
29
年
度
人
事
異
動
報
告
／
終
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丸
子
地
区

▽
丸
子
地
区
事
業
部
長
、丸
子
支
所
長（
同
事

業
部
次
長
、総
務
課
長
）小
山
元
寛
▽
同
事
業

部
信
用
課
長
代
理（
信
用
部
推
進
課
長
代
理
）

下
村
真
也
▽
同
事
業
部
融
資
課
長
、信
用
課
長

（
同
事
業
部
融
資
課
長
）宮
下
剛
直
▽
同
事
業

部
生
活
課
長（
同
支
所
丸
子
店
長
）堀
内
靖
広

▽
同
事
業
部
総
務
課
長（
同
事
業
部
信
用
課

長
）井
澤
宮
克
▽
同
支
所
丸
子
店
長（
同
支
所

丸
子
店
長
代
理
）戸
堀
宏
樹
▽
同
支
所
丸
子
店

長
代
理
、東
内
店
長（
共
済
部
普
及
課
長
代
理
）

原
憲
▽
同
支
所
依
田
店
長
代
理
、長
瀬
店
長
、

塩
川
店
長（
同
事
業
部
生
活
課
長
、同
支
所
西

内
店
長
、鹿
教
湯
出
張
所
長
）清
水
貞
海
▽
同

支
所
鹿
教
湯
出
張
所
長
、西
内
店
長（
同
支
所

依
田
店
長
代
理
）塩
沢
亮

よ
だ
く
ぼ
南
部
地
区

▽
よ
だ
く
ぼ
南
部
地
区
事
業
部
長
、よ
だ
く
ぼ

南
部
支
所
長（
同
事
業
部
次
長
、総
務
課
長
、生

活
課
長
）伊
藤
浩
一
▽
同
事
業
部
次
長
、総
務

課
長
、生
活
課
長
、同
支
所
大
門
店
長
、古
町
店

長（
総
務
企
画
部
総
務
課
長
）竹
内
博
也
▽
同

事
業
部
次
長
、信
用
課
長
、融
資
課
長
、同
支
所

長
久
保
店
長
、長
久
保
店
長
和
町
役
場
派
出
所

長（
同
事
業
部
信
用
課
長
）吉
見
博
孝
▽
同
事

業
部
営
農
課
長
、よ
だ
く
ぼ
南
部
営
農
セ
ン
タ

ー
長
代
理（
同
支
所
和
田
店
長
）下
城
武
司
▽

同
事
業
部
営
農
課
長
代
理
、同
営
農
セ
ン
タ
ー

長
代
理
、丸
子
地
区
事
業
部
営
農
課
長
代
理
、

丸
子
営
農
セ
ン
タ
ー
長
代
理（
よ
だ
く
ぼ
南
部

地
区
事
業
部
営
農
課
係
長
、よ
だ
く
ぼ
南
部
営

農
セ
ン
タ
ー
係
長
）本
田
英
明
▽
同
事
業
部
営

農
課
長
代
理
、同
営
農
セ
ン
タ
ー
長
代
理
、種

菌
セ
ン
タ
ー
長（
同
事
業
部
営
農
課
長
代
理
、

同
営
農
セ
ン
タ
ー
長
代
理
）城
下
正
樹
▽
同
事

業
部
信
用
課
長
代
理
、生
活
課
長
代
理（
同
事

業
部
信
用
課
長
代
理
、生
活
課
長
代
理
、同
支

所
古
町
店
長
）下
村
貞
朝
▽
武
石
支
所
長（
同

事
業
部
融
資
課
長
、同
支
所
長
久
保
店
長
、長

久
保
店
長
和
町
役
場
派
出
所
長
）竹
内
明
利
▽

武
石
支
所
長
代
理
、同
事
業
部
信
用
課
長
代

理
、融
資
課
長
代
理
、よ
だ
く
ぼ
南
部
支
所
長

久
保
店
長
代
理（
武
石
支
所
長
代
理
、同
事
業

部
信
用
課
長
代
理
、融
資
課
長
代
理
）鈴
木
孝
一

▽
よ
だ
く
ぼ
南
部
支
所
和
田
店
長（
武
石
支
所

長
）石
黒
明
久

塩
田
地
区

▽
塩
田
地
区
事
業
部
次
長
、営
農
課
長
、塩
田
営

農
セ
ン
タ
ー
長（
同
事
業
部
営
農
課
長
、同
営
農

セ
ン
タ
ー
長
）和
田
宏
一
▽
同
事
業
部
次
長
、総

務
課
長
、生
活
課
長（
同
事
業
部
総
務
課
長
）中

村
文
則
▽
同
事
業
部
信
用
課
長
代
理（
同
事
業

部
融
資
課
長
代
理
）関
根
淳
▽
塩
田
支
所
中

塩
田
店
長
、別
所
店
長
、西
塩
田
店
長（
同
支

所
中
塩
田
店
長
）保
坂
陽
司
▽
同
支
所
東
塩

田
店
長
代
理
、富
士
山
店
長（
同
支
所
東
塩

田
店
長
代
理
）長
沢
史
子

定
年
退
職
者（
管
理
職
の
み
）

※
平
成
29
年
3
月
31
日
付

▽
三
輪
守（
監
査
室
長
）▽
翠
川
茂（
東
部
地

区
事
業
部
長
、東
御
支
所
長
）▽
田
村
伸
之

（
丸
子
地
区
事
業
部
長
、丸
子
支
所
長
）▽
竹

内
靖
明（
よ
だ
く
ぼ
南
部
地
区
事
業
部
長
、

よ
だ
く
ぼ
南
部
支
所
長
）▽
花
見
重
光（
西

部
地
区
事
業
部
次
長
、上
田
西
支
所
泉
田

店
長
）▽
寺
坂
博
一（
営
農
部
米
穀
課
長
）▽

松
崎
秀
男（
営
農
部
付
課
長・有
限
会
社
信

州
う
え
だ
フ
ァ
ー
ム
派
遣
）▽
竹
下
孝（
健

康
福
祉
部
福
祉
課
長
、福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー

長
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長
、宅
老
所

長
、ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
）

▽
羽
田
稔（
よ
だ
く
ぼ
南
部
地
区
事
業
部
営

農
課
長
、よ
だ
く
ぼ
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
長

代
理
、種
菌
セ
ン
タ
ー
長
）▽
坂
口
健
児（
東

部
地
区
事
業
部
共
済
課
長
代
理
）▽
吉
池
勝

英（
青
木
支
所
長
代
理
、西
部
地
区
事
業
部

融
資
課
長
代
理
）



　
原
産
地
は
南
ア
ジ
ア
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

3
世
紀
に
は
日
本
に
入
っ
て
い
た
よ
う
で
、古

事
記
に
も「
は
じ
か
み
」の
名
前
で
登
場
し
ま

す
。臭
み
消
し
と
し
て
薬
味
に
使
わ
れ
る
こ
と

も
多
く
、頻
繁
に
食
卓
に
上
り
ま
す
。体
を
温

め
血
液
の
循
環
を
良
く
し
た
り
、消
化
吸
収

を
助
け
る
と
し
て
漢
方
と
し
て
も
古
く
か
ら

多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
シ
ョ
ウ
ガ
、中
シ
ョ
ウ
ガ
、小
シ
ョ
ウ
ガ
が

あ
り
ま
す
。通
常
の
根
シ
ョ
ウ
ガ
は
大
シ
ョ
ウ

ガ
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、中
シ
ョ
ウ
ガ
は
新
生

姜
の
漬
物
、小
シ
ョ
ウ
ガ
は
葉
シ
ョ
ウ
ガ
や
筆

シ
ョ
ウ
ガ
と
し
て
主
に
利
用
さ
れ
ま
す
。家
庭

菜
園
で
は
様
々
に
楽
し
め
る
小
シ
ョ
ウ
ガ
が

お
す
す
め
で
す
。

　
乾
燥
に
弱
い
の
で
、半
日
陰
に
な
る
よ
う
な

場
所
が
適
し
て
い
ま
す
。

　
植
え
付
け
の
2
週
間
前
に
苦
土
石
灰
と
堆

肥
を
、１
週
間
前
に
化
成
肥
料
を
ま
い
て
よ
く

耕
し
て
お
き
ま
す
。う
ね
は
幅
70
㎝
、高
さ
は

10
㎝
ほ
ど
に
し
ま
す
。

　
大
き
な
種
シ
ョ
ウ
ガ
は
、芽
を
3
つ
く
ら
い

つ
け
て
60
ｇ
前
後
で
切
り
分
け
、切
り
口
は
乾

か
し
て
お
き
ま
す
。

　
土
を
入
れ
た
容
器
に
仮
植
え
し
、暖
か
い

場
所
に
置
い
て
お
く
と
芽
が
出
て
、植
え
付
け

て
か
ら
の
生
育
が
早
ま
り
ま
す
。

　
寒
さ
に
弱
い
の
で
、植
え
付
け
時
期
を
あ
わ
て

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。う
ね
は
乾
い
て
い
る

よ
り
適
度
に
湿
っ
て
い
る
方
が
よ
く
育
ち
ま
す
。

　
う
ね
に
深
さ
10
㎝
く
ら
い
の
溝
を
掘
り
ま
す
。

種
シ
ョ
ウ
ガ
を
う
ね
に
対
し
て
縦
向
き
に
、芽
を

上
に
し
て
、30
㎝
間
隔
に
置
い
て
い
き
、土
を
厚

さ
5
㎝
程
度
か
け
ま
す
。

　
新
芽
が
伸
び
て
き
た
ら
1
回
目
の
追
肥
を

し
、土
寄
せ
し
て
お
き
ま
す
。そ
の
後
、2
週
間

お
き
に
2
回
追
肥
、土
寄
せ
し
ま
す
。敷
き
わ

ら
や
も
み
殻
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
て
マ
ル
チ
し
て

お
き
ま
す
。乾
燥
に
弱
い
の
で
必
ず
や
り
ま
し

ょ
う
。

ショウガ（200g）を皮ごと千切りにする。
砂糖（200g）と水（400㎖）を入れてあくを取りながら弱火で30分煮る。
冷ましてからざるでこし、レモン汁を加える。シロップの出来上がり。
こした残りのショウガに醤油と酒を入れて炒り煮する。
水気が飛んだら鰹節やゴマを加える。佃煮の出来上がり。

①
②
③
④
⑤

　大量消費かつ激ウマ！しかも一石二鳥！新生姜で作るとシロップはきれいなピンク色になりま
す。シロップは炭酸やお湯で割って、佃煮はご飯のお供に大活躍です。

　
植
え
付
け
か
ら
2
カ
月
ほ
ど
し
て
出
て
き

た
新
芽
を
根
元
で
切
り
取
れ
ば「
筆
シ
ョ
ウ

ガ
」で
す
。甘
酢
で
漬
け
て「
は
じ
か
み
」に
し

ま
す
。

　
7
月
あ
た
り
か
ら
種
シ
ョ
ウ
ガ
を
残
し
た

ま
ま
か
き
と
れ
ば「
葉
シ
ョ
ウ
ガ
」で
す
。根
元

の
部
分
に
味
噌
を
つ
け
る
だ
け
で
立
派
な
お

つ
ま
み
に
な
り
ま
す
。

　「
根
シ
ョ
ウ
ガ
」は
秋
に
な
っ
て
葉
が
黄
色
く

な
っ
て
き
た
ら
収
穫
し
ま
す
。寒
さ
に
弱
く
10

℃
以
下
に
な
る
と
根
シ
ョ
ウ
ガ
が
腐
っ
て
し
ま

う
の
で
、霜
が
降
り
る
前
に
全
部
掘
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。

　
注
目
す
べ
き
は
、ジ
ン
ゲ
ロ
ー
ル
、シ
ョ
ウ
ガ

オ
ー
ル
、ジ
ン
ゲ
ロ
ン
と
い
う
3
つ
の
辛
み
成

分
で
す
。殺
菌
効
果
や
免
疫
力
を
高
め
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。特
に
シ
ョ
ウ
ガ
オ
ー

ル
は
加
熱
調
理
し
た
シ
ョ
ウ
ガ
や
乾
燥
さ
せ

た
シ
ョ
ウ
ガ
に
多
く
含
ま
れ
、体
を
温
め
る
作

用
が
あ
り
ま
す
。体
を
ポ
カ
ポ
カ
さ
せ
た
い

場
合
は
乾
燥
さ
せ
た
シ
ョ
ウ
ガ
を
使
う
と
、よ

り
一
層
効
果
が
あ
り
ま
す
。



大きくなったものはバター炒めに、
小さいものはまぜごはんがおすす
めです

妹の光さん
ひかる
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ＪＡ職員が農家を訪問し、農畜産物についての知識を教わり、体感する新企画。
JA JA

体験した2人に
感想をききました！

　「ブナシメジを栽培することは、１年間ブナシメジと向き合うことで
す。その中で『良いものを、良い状態で、市場へ届ける』ことを常に考
えています。地域のみなさん、また都会のみなさんにも信州上田の
おいしいキノコを食べてもらえたらうれしいです」

島田さん細田部長

最後に草露さんにインタビュー 農業への思い

14

JA JA

JA職員の 農家訪問記JA職員の 農家訪問記

　キノコは施設栽培されているため、管内の直
売所やＡ・コープ店などで1年中手に入れること
ができます。
　中でも、長野県が全国で初めて人工栽培に成
功したことで有名なのがブナシメジ。
　3月上旬、ブナシメジを栽培する草露さんの栽
培施設を訪れました。
　

　ブナシメジはキノコの中でも収穫までの期間が
約4カ月と長い品種です。培養室で90日、発生室で
約3週間の期間を経て収穫になります。最適な湿度
は90％。暗い所で育つブナシメジは蛍光灯の光で
成長を抑制し、長さを調節します。

今回おじゃましたJA職員

総務課　
島田未紀さん

ＪＡ信州うえだ　
上田東地区事業部　
部長　細田宏一さん

ＪＡ信州うえだ　
上田東地区事業部　
部長　細田宏一さん

ブナシメジ

JA

JA

　ブナシメジにとって雑菌は命取り！収
穫・包装施設に入る前には衛生服に着
替え、ほこりや髪の毛が入らないように
し、帽子もかぶります。さらに靴も履き
替えることにより、雑菌が施設内に入ら
ないようにします。

施設に入る前に..

草露さん家のブナシメジ編
そうろ

JA

ブナシメジを栽培用のビンから出します。

株を割って105ｇにします。

これもブナシメジ！？
１０５ｇにしたものをパックへ入れます。

株を割った断面がラベルで隠
れる側になるようパックへ入
れ、きれいな部分が見えるよ
うにします。店頭に並んだ時、
見た目は大切ですよね

ここがコツ！

出荷パックごとにブナシメ
ジを機械に乗せると、コン
ベアで運ばれ袋詰めに！

JAどんどん袋詰めに、
すごい！

こうやって市場へ
出荷されるんだ
なぁ！

一箱に５０袋詰めで
出荷します。

JAJA

ブナシメジのおいしい食べ方
「おいしく食べるコツは焼くより炒めること。ブナシ
メジは油やバター、チーズとの相性◎！焼くと水分が
飛んでしまうため、炒めるのがいいんですよ」

「市販の塩ラーメンにブナシメジを入れるだけ。簡
単にできておいしい！ブナシメジに塩は相性抜群な
んです」

簡単おすすめレシピ
しおラーメンにブナシメジ

　２０歳から父隆夫さんと共に家族でブナシメジの栽培を始める。栽培を
始めて３０年、現在は眞理さんを主として妹の光さん、隆夫さん、従業員と
共に直売所への出荷に取り組む。当ＪＡぶなしめじ部会の部会長を務める。

草露　眞理さん（50歳）上田市殿城
そうろ　　　　　まこと

ブナシメジを約１５万本の保有ビンで通年出荷。この他、ミニトマトやキュ
ウリなど直売所出荷用の野菜を約１０アール、大薯約１０アールを栽培。

ダイジョ

　ビンを使って栽培
されるブナシメジ。
出荷の目安は、かさ
がそろっていること
に加え、大きさが1
円玉以上、500円玉
以下であること。

総務課　
島田未紀さん

「一株ごと違う表情をしているブナ
シメジを見た目よくパックに詰める
時が一番緊張しました。ブナシメジ
の収穫作業と出荷作業を体験し、安
心安全への気配りを感じました」

「ビンを使ってブナシメジを栽
培していることに驚きました。
今回の体験を通して消費者の
目線で考えることの大切さを
学びました」

ブナシメジの規
格は100ｇです
が、石づき部分
を含め105ｇに
して出荷してい
ます。

一回で１０５ｇに
するのが難しい！

JA

石づきを少し残してカットします。

切り過ぎると
バラける！

JA





福祉相談センター・ヘルパーステーション移転統合のお知らせ

決まり次第ホームページ
などでお知らせします。





　シャキシャキとした食感がおいしい「アスパラガス」。
　アスパラガスの語源は、「激しく裂ける」「たくさん
分かれる」というギリシャ語で、「新芽」という意味を
持っています。

〈調理のポイント〉
①カット
 根の部分3～4cmは表面が非常に硬いので、皮をむく
か切り落とします。
　穂先部分から下にあるガク（はかま）は食べると口に
残るので、皮むき器で鉛筆を削るようにむいてから調
理しましょう。このひと手間で、口当たりよく食べること
ができます。
②ゆでる
 塩ゆでするときはおいしさや栄養分が逃げるので、フ
ライパンなど底の広い鍋で長いままゆでるのがおすす
めです。
　ゆでるときは束にして、一度に湯につけるのではなく
火の入りにくい下の部分を先につけ（30秒くらい）、そ
のあと穂先まで湯につけ1分ほどゆでます。その後、色
止めのため水で冷やします。

　芝のように広がり桜のような花を咲かせることから「シバザク
ラ」。春の公園や花壇に広がって一面に咲く様子は、まさに花の絨
毯。踏圧に弱いので、芝の代わりに使うことはできませんが、水は
けがよく日のよく当たる場所を好み乾燥にも強いので、ロックガ
ーデンやのり面を覆うのに重宝です。

　日なたを好みます。日当たりが悪いと花付きが悪くなります。
寒さや暑さ、乾燥に強く強健です。蒸れに弱いので湿っている場
所には適しません。
　苗を植えるのは3～4月が良いです。株間は20～30㎝開けます。
　腐葉土や堆肥、肥料を入れておきます。植えつけた苗の上から
目土を入れ、茎の下半分が隠れるくらいに埋めます。植えて数年
経った株も、茎が浮いてしまうので目土を入れましょう。
　多年草ですが、だんだん株元の花付きが悪くなってきます。6月
ごろに株分けをして植え直すと、いつまでもきれいな状態を楽し
めます。


